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難を構ふ。天王 出でて河内の笠置に居る。平族 兵を帥ゐ、環りて之を攻め、



























楠木は 1336 年 5 月に日本史上最も激しい戦いといわれる「湊川の戦い」で殉死し、
四十三歳だった。父の遺訓を守って戦い続けた正行は南朝の将として、足利軍と激
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本邦の三仁と謂ふべし。…昔 朱先生 長崎に在り、崎人の 楠公父子の畫像の贊
を求むる者有り、乃ち傳を作りて覽に呈す。蓋し今に二十有三年なり。…
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忠孝 天下に著はれ、日月 天に麗く。天地 日月無くんば、則ち晦蒙否塞す。人








































































































































































































































余謂へらく、君 義たり 臣 忠たり、父 慈たり 子 孝たり、夫 和し 婦 順し、兄 
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